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Cl･少こ-ott¢診

エミール･ガレ｢花器《トケイソウ》 ｣ 1900-02年頃

⑥text, photo, The State Hermitage Museum, Saint-Petersburg, 2006

エルミタージュ美術館秘蔵

エミール･ガレとドーム兄弟展
フランスからロシア皇帝への贈物

4月28日(金)～6月11日(冒)

ロシアの古都サンクトペテルブルグ｡運河が縦横に走り､

北のベニスと言われるこの美しい街に､ロシア国立エルミ
タージュ美術館はあります｡かつてのロマノフ王朝の宮殿
であり､ロシア･バロック様式で彩られたこの美術館自体
が美術品と言われています｡
ところで､ ｢エルミタージュ｣の意味ご存知ですか｡フラ

ンス語で｢隠れ家｣を意味します｡女帝エカテリーナ二世
は､辺境の地に西洋文化をもたらす一環として買い入れた
225点の絵画を､宮殿の小さな別館に納め､ ｢私のエルミタ
ージュ｣と呼んだのです｡ ｢この宝物を､見ているのは私

とネズミだけ｣と語ったと言われ､彼女にとっては､心癒
されるプライベートな空間だったのです｡
この様にして始まったエルミタージュ美術館は､現在では､

所蔵点数270万点以上と言われています｡展覧会では､世界
有数のガラスコレクションを有しながら､殆んど知られる
こと無く､この隠れ家(?)に､そっと隠されていたガレ

やドーム兄弟など､ナンシー派アール･ヌーボー･ガラス
のコレクションの全貌が､日本で始めて紹介されます｡
その中から､ 1902年フランスからロシア皇帝ニコライ二世

に送られたガレの最高傑作と言われる｢花器《トケイソウ》 ｣
を紹介します｡この作品は､蓋､花器､脚台と3部で構成さ
れています｡トケイソウは､その形から雄しべを木槌､雌し
べを釘､副花冠を光背に見立て､キリスト受難のシンボル

とされており､脚台の血の滴る茨と共に宗教的な意味合い
を示しています｡又､ ｢もの言うガラス｣とも言われ､ボー
ドレールの｢悪の華｣の一説をアレンジした言葉が刻まれ
ています｡ガレは､様々な技法を生み出していますが､この
作品の中でも､トケイソウや茨に木工の寄木細工にヒント
得たマルケトリー(ガラス象験)を見る事が出来ます｡
ナンシー派の自然の草花や昆虫等をリアルに写しとった幻も　　想的なガラスの森､散歩してみませんか｡　[山上紹代]

巨コ--.-.-I.｡-,-..-Q..d.

高松市美術館
ボランティア通信

2006年4月1日発行

《ちいさなうさこちゃん) (第2版原画) 1963年

IllustratlOn Dick Bruna⑥copyright MercIS bv, 1963

www. miffy. coms;y,eiGa#
7月21日(金)～9月3日(冒)

彼女のことを知っていますか?見たことがあり
ますか?このとっても有名なうさぎの女の子は､
5 0年くらい前に絵本の中で生まれました｡彼女の名

前はミッフィー｡生みの親はオランダの絵本作家､
ディック･ブルーナさんです｡

ブルーナさんの絵本の中の｢ミッフィー｣は世界

中の人々に愛され続けています｡ミッフィーを描い
てみて下さい｡微妙な形の違い､目の大きさや､バ

ランス､似ているけど､ミッフィーじゃないような

｡ 1本のシンプルな線の難しさ｡その1本を
生み出すこと､描けば描くほど難しいことを実感し
ます｡そして色｡最小限の色を使って､最大限の感

情を表現する｡見る側によって､気持ちを想像し､
物語をふくらませてゆくのです｡ただの絵本?いえ
いえ､奥が深いのです｡

今回の展覧会は､初期から最新作の原画､貴重な
スケッチ､創作風景､オリジナル映像なども紹介い

たします｡小さなお子さんはもちろん､年齢を問わ
ず楽しめる展覧会です｡ぜひ会場-みんなに愛され
るミッフィー､そしてあなただけのミッフィーに会
いに来て下さい｡お待ちしています｡ (･ Ⅹ･)

[森糸えり子]
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一九〇七年房総半島の布良海岸
に友人､恋人福田たねとともに写生旅行に出かけ､漁師たちの生活にふれ描かれた作品｡当時の布良は魚介類､海藻など豊かな漁場に恵まれ､捕鯨も盛んでした｡海の幸という題名を見た時､神話的なものを感じ､魚好きの私は同じ名前の新鮮な魚料理を出す食事処を思い出しました｡

神秘的で親しみやすく､荒々し

さもあり､お祭が始まる予感-･巨大な鰻　(ふか)　を陸揚げし､褐色の裸身の若者が長い錨を手に魚を担ぎ､行列をなし意気揚揚と帰って来る情景が伝わってきます｡そして､浜辺は老いも若きも､女も子供も大漁の喜びに満ちた高らかな叫び声が聞こえてくるようです｡これから大勢の古代人が火を囲み､採れたばかりの魚を料理し､歌や踊りの宴が延々と続く様が想像できます｡澄み渡る青空と照りつける太陽､太平洋の黒潮が押し寄せ､大海原を吹き抜ける潮風､うねる波音､どこまでも続く水平線｡

手を加える必要のない新鮮な素

材を生かした料理｡どのように料理するのでしょうか｡串にさし火で焼き､塩水で煮る､内臓をぬいて塩漬け､内臓で塩辛､背びれと尾びれは干してフカヒレ｡フカヒレスープとヒレ酒戴きたいものです｡現在問題になっている食品の安全性とは無縁の世界｡最高の舞台｡最高の賛沢｡最高のぽんごはん｡

自然と人々のエネルギ-を感じ､楽しく美味しいものを食べたあとの満足感と元気が湧いてくる思いがします｡

余談になりますが､この絵で

気になる箇所があります｡漁師のなかにたった1人の少年がこちらを向いている｡いったい誰が誰を見ているのでしょう｡…モデルを務めたのは福田たねです｡作者を見ているのでしょうか｡若さが満ちあふれる作品です｡　　　　　　　[皆見礼子]

青木繁《海の幸》(部分)1904年石橋美術館蔵



野をこえ山こえ(学芸員は)どこまでも-アウトリーチの取り組み

アウトリーチ(outreach)って言葉｡本来の意味は､ ｢手を伸ばすこと｣

とか｢届こうとすること｣ですが､美術館でも､日頃､美術に触れる機会
の少ない人々に対して､積極的に働きかけを行うこのアウトリ

さかんになってきましたo

例えば､当館の牧野学芸員がボランティアciviのメンバーと一緒に老人大

学-出向き｢アート･ゲーム｣を紹介する中､年配の方々に｢こんな風に

も､美術って楽しめるよ｣ということを伝えたり､詫間小学校と2年に渡る

インターネット回線を用いたテレビ会議で､彼がここ[美術館]と子どもた

ちのそこ[学校]とを展覧会を介して行き来するなど､アウトリーチの姿形

にはいろいろあるわけです｡私も､過去フリースクールに呼ばれて､公園
で｢秋を見つけよう!｣とフロッタージュに興じたり､聖書をテーマにし

た作品のパネルを見て､ストーリーテーラーとしてそれぞれの創造･想像
の翼を広げてもらったりしました｡ごく最近では､育児サークルからの依

頼で､ ｢出前トーク｣に出かけ､小さなお子さんを抱えたお母さんたちに､

高松市美術館での子どもを対象にしたプログラムがあることや大原美術館
(倉敷)での画期的な就学前児童-のプログラムなどを紹介して来ました

そして､当館でも就学前のチビもたちのプログラム実現に向けて意欲的
あること､その折にはお母さんたちにもぜひ力を貸してほしいことを伝え

ました｡次回は､三豊市Ⅴ小学校に行き､先生方と鑑賞をめぐるお話の時間
を持つことになりました｡子どもたちに一番近しい存在である先生方には､

教室でも使えるアート･ゲームを引っさげて､美術の楽

;介したいと思います｡ ｢鑑賞｣が指導要覧に織り込まれ｢鑑賞教育｣に大
きな関心が寄せられる昨今ですが､まずは先生自身に｢鑑賞は面白い｣と
実感してもらいたいと思います｡
アウトリーチを通して､これまでの美術[館]での経験を伝え､作品を鑑賞

する喜びを共有することになればと願います｡美術館の活動が広くみなさ
んの知るところとなり､美術館を魅力あるサイトのひとつとして認識して

もらっていれば､みなさんにとって美術[館]が必要となって届こうとする

;　▲インターネットを用いたテレビ授業の風景

臣コ.......I...‥..‥._....I.-I.･

その時に､美術[館]に手が届き本物の作品
と向き合うことができると信じています｡

そのために私たちは､呼ばれればどこ-で

も美術館普及のために出向きたいと思って
います｡ [高松市美術館学芸員毛利直子]

*高松市美術館ホームページ内に｢学校との連携｣コー

ナー(http://www. city. takamatsu. kagawa. jp/3931. html)

があります｡いちど覗いてみてください｡

辛.コージ氏)アシス

｢影絵劇に挑戦J(講師:人形

Ⅱ ｣ギャラリ-トーク

後､開催回数のベ6回､

ラリートーク(会期中毎日

回数のぺ6回､参加者数
正美氏によるめくるめ

香川県指定無形文化財保持
下義人氏､当館学芸員･川西弘一)アシスタ

下義人氏による繭馨のお話o実制作者なら
説得力のある技法解説と､漆芸によせる同

こ-同感嘆｡

エvol.8｢さぬきの伝統･うるしに挑戦

市義人茂)アシスタント･･｢濁醤磯

展｣関連企画｡漆の面を彫り､色漆(今回は
の技法に

醤剣で試し彫りをさせてもら
いの難しさを実感｡
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や｡このわしもかなり高価なものでな､まわりにはキリストの受
難が細かく描かれておる｡凸面鏡には二人の人物が写っておるの
が見えるかね｡その内のお一人がこの絵の生みの親のヤン
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ておきして解関出謎にがも絵説た

慧地味に見えるが毛皮を使った高価なもをしてみんかね｡新発見があるかも知れんぞ｡ [吉田光子]

『週刊アートギャラリー52』ディアゴステイニ
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2005年8月2日(火) ･3日(水)美術館がペーパーテント村にへんしん?変身!

美術館に子どもたちのにぎやかな声がこだました8月2日･3日｡この2日間に15個のい

ろんな形をしたテントが美術館のあちらこちらに出現しました｡ (･･･)もちろん､子

どもたちも､新聞紙だけでテントを作るなんて初めてのこと｡新聞紙を固く丸めて支

柱を何十本も作るって､単純といえば単純な作業なのですが､小さい子どもたちには

なかなか難しい｡ (･･･)それでも､みんな､ワークショップの最初に誓った約束を果

たそうとがんばりました｡その約束とは､ (l)ここ美術館で初めて出会った友だちや敷ノ

リーダーと仲良くなること｡ (2)美術館の中をグループで探検して､どこのサイトに

テントをはるのか､そして､どんな形のテントにするのか､よく話し合って決めるこ ▲ペーパーテント村住人

由

一呼もゎざるエビ､ノ/.

編●集●後●記

■諏訪湖の｢御神渡り｣ ･ ･実は寒がりの女の神

さんが暖かい場所-逃げちやったので､それ以
来男の神さんが女の神さんの所-夜這いする道
なんだとか･ ･ ･ロマンを感じるなあo可笑し

いのは､その神さんの道筋を､人間が厳粛な儀
式で決めること｡思わず｢ほお-,なるほど｣

と納得しちやいました｡　　　[池EEl幸子]

■ショルショ･テ･キリコ康に行って来ましたo

誰でも一度は目にしたことがあると思われる彼
の作品は､ ｢形而上絵画｣という?(㊨_@)?ジ

ャンルだそうですが､面白い学芸員さんの解説
で楽しく鑑賞できました｡　　　[堀本真弓]

L春よこ-い､早くこ～いo (八oへ) [横井真由美]

■気力も体力も時間もあるのに､ギャラリートー

クが近づいてくると不安と焦りで心がいっぱい
になってくる　今度こそ心を落ち着けて頑張っ
てみたいと思う｡　　　　　　[湊節代]

■わが家にポメの仔犬がやって来ましたoその日

がなんと偶然にも長男の誕生日とは驚きo家族
が増え､楽しみと膜等々の奮闘がはじまるので
す-o　　　　　　　　　　　[皆見礼子]

■長野県茅野市訪問の詔を聞いているうちに､

寒くてもイイ住んでみたいと思ってしまいま
した｡　　　　　　　　　　[三好ひさこ]

■どれだけの子供たちが､病院のスリッパのミッ
フィーちゃんに勇気づけられることでしょう

トⅩ･)　　　　　　　　[森糸えり子]

■サンクトペテルブルクで白夜を初体験D　ピンク

色の空の下､ジョギングする人､親子で犬と散

歩する人､庭からは談笑する声､声､声-｡
ミッドナイトの不思議な光景です｡短い夏に
は､寝不足も楽しむそうです｡　[山上紹代]

見えます｡
みますo　た

買わなかったのかと思うほどよく
これで目を細めて本を読まずにすみますo　た
だ､どこに置いたかすぐ忘れるのが今後の問
題点です.　　　　　　　　　[吉田光子]

■高松に移住してはや10年｡この街はいいなあと

思う瞬間ベスト3｡ ①昼､セルフうどんの支払
い(かけと天ぷら1品で250円位)をする晩②

晴れの日､瀬戸内海の潮風が心地いい晩③秘
密です｡　[高松市美術館学芸員牧野裕二]

■2月､カタログ制作のために､牟礼のイサム･

ノグチ庭園美術館で作品の写真撮影に立ち会い
ましたo最後の1点を撮り終えたのが､午後10

晩夜の闇に包まれた牟礼のアトリエもまた素晴
らしく､こだわりの照明が何度もやり直されてい

く中､作品の表情が変化していく様に大変な感動

と｡ (3)そして､みんなで協力しあい､グループの全員が入れる大きさのテントを作ること｡ (4)出来上がったら､ほか

のグループのテントを見て回って､良いところを褒めてあげること｡

(-)各テント作りには､それぞれのドラマが生まれました｡ほとんど倒壊してしまい､作り直したり､また場所の性

格上その日のうちに自分たちで壊さなければならなかったチーム｡テントのスケールが大きすぎて､結局屋根が貼れなくて､空が見える
テントだと納得せざるを得ないチームなどいろいろ｡みんなどんな思い出を持ち帰ったのだろう(･･･)

行より抜粋)

2005年11月3日(木･祝)スズキ･コージの仮面ワークショップ!

アンソール展関連企画として､カリスマ的人気を誇る絵本作家･イラストレーターのスズキ･コージ

氏を講師に招き､仮面をみんなで作るワークショップを開催｡前日､スズキ氏から送られてきたろうけ
つ染めの幕や､切り紙絵による旗などを室内に飾り､会場作りをしたのですが､当日朝､スズキ氏は来

るなり､ ｢外でしょうよ｣とご提案｡内心､ ｢えっ!?｣と思いながらも､参加者全員で屋外のスペー

スに飾り付けや材料.道具一式の大移動ですoでも結果的には､屋外でのワークショップは気持ちがよ

く､大正解｡

｢僕の仮面のまねだけはしないで｡あとは自由に作ってください｡それでは､はじめ!｣のスズキ氏

(メルマガもっと高松60号2005年8月19日発

[毛利直子]

の掛け声でWSは開始｡段ボールに彩色やコラージュを施しての仮面作りが終わると次は′tL,-ド.メガ　▲参加者と共に仮面作りに

ホンで雄叫びを上げるスズキ氏を先頭に､みんなで仮面をかぶり笛やタイコを派手に鳴らしながら､近　興ずるスズキ･コ-ジ氏
くの商店街を練り歩きます｡異様な仮面の行列はまさにアンソールの世界

｢.".●. ･ .､

｢･･

そのもの｡子供たちはノリノリで楽しんでくれたようでしたが､仮面は視界が悪く､パレードをするのは実は

大変だったようです｡アンソールの世界を実際に体験してもらおうという意図で始まったこの企画｡仮面は

楽しいけど疲れる､というのが私の感想なのですが､みんなはどうだったのでしょうかo l牧野裕二]

2006年2月4日(土)アートで遊ぼう｢アートでハイク､カルタ｣

まずは｢高松市美術館コレクション展Ⅱ｣出品作品を印刷したカードを使っての神経衰弱｡参加者の小学3
-6年生はどれもはじめて見る作品なのに､次々とカードをゲット｡私は完敗してしまいました｡ (しかし､

神経衰弱というのは､意外な人が熱くなるものです)次に､展示室に行き､カードに印刷してあった作品の

実物を前に､私のほうからギャラリートーク｡そして部屋に戻り､各自気に入った作品を選んでもらい､そ

れについて俳句もしくは川柳を考えてもらいました｡俳句はどれも､作品から受けた感想を見事に5･7･5で

表わしていて､なかなかの力作ぞろい｡なかでも印象に残ったのが､ある女の子によるマグリットの作品を

詠んだ次の一句です｡ ｢海の上時間が流れくもうごく｣　　　　　　　　　　　　　　[牧野裕二]

･1 -三　･　一
一一　　　　　　､ .

高松市美術館ボランティア係
〒760-0027香川県高松市紺屋町10-4 TELO87-823-1 71 1 FAX087-851-7250

高松市美術館ホームペ-ジhttp //w cEty takanatsu kagawa ｣p/647 h加】

･….‥.…‥………･‥……………..‥.･….ミ‥………』∪….≡.‥-…‥--ミ

【開館時間】　　　　　　　　【休館日】
火-金9時30分～1 9時　　　月曜日(ただし､休日と重なる場合はその翌日)三

土･日･祝日　9時30分-17時　　年末年始(12月29日～1月3日)　芝
を覚えましたo脚美術館学芸員毛利直態覧会やり~クショップの案内など､最新の情報を満針いちど､のぞいてみてくださいF　軸(展示室の入室rまいずれも閉館3@0デ崇田中　　　　　』
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